
平
成
二
年
八
月
、
関
西
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
で
は
、
吹
田
市
立
博
物
館
と

共
同
で
、
兵
庫
県
姫
路
市
御
国
野
町
深
志
野
所
在
瓦
窯
（
達
磨
窯
）
の
実
測
調
査
を
実

施
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
現
存
す
る
煉
瓦
焼
成
用
の
伝
統
的
瓦
窯
の
記
録
保
存

調
査
を
開
始
し
た
。
続
い
て
平
成
三
年
九
月
に
は
、
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
教
育
委
員

会
が
実
施
し
た
谷
川
瓦
の
調
査
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、
当
地
で
最
後
ま
で
焼
成

し
て
い
た
達
磨
窯
で
あ
る
歌
坂
喜
代
一
瓦
窯
の
実
測
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
一
連

の
成
果
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
平
成
三
年
に
『
関
西
近
世
考
古
学
研
究
Ⅱ
』
に
収
録

さ
知
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
に
岬
町
教
育
委
員
会
・
谷
川
瓦
調
査
委
員

②

会
か
ら
『
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
谷
川
瓦
調
査
報
告
書
Ｉ
』
が
刊
行
さ
れ
、
煉
瓦
焼
成

窯
と
し
て
の
数
少
な
い
現
代
産
業
遺
構
の
デ
ー
タ
ー
を
提
供
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
活
動
を
継
承
し
て
全
国
の
達
磨
窯
の
実
態
調
査
を
続
け
る
中
で
、

平
成
七
年
二
月
一
○
日
、
国
内
最
大
の
粘
土
瓦
産
地
で
あ
る
愛
知
県
高
浜
市
を
訪

れ
、
市
立
郷
土
資
料
館
の
内
藤
金
吾
氏
か
ら
多
く
の
資
料
・
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。

｜
調
査
の
契
機

愛
知
県
高
浜
市
田
戸
町
所
在
近
代
達
磨
窯

高
橋
榮
・
秋
人
瓦
窯
実
測
調
査
報
告

そ
の
中
で
、
市
内
の
一
事
業
所
で
の
み
達
磨
窯
が
操
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
及

ん
だ
。
こ
の
時
は
現
地
視
察
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
平
成
八
年
七
月
三
一
日
に
再

度
同
地
を
訪
れ
実
見
し
た
の
が
、
今
回
こ
こ
に
報
告
す
る
、
高
浜
市
田
戸
町
で
高
橋

榮
・
秋
人
の
二
代
に
わ
た
っ
て
操
業
さ
れ
て
い
た
現
代
瓦
窯
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
時
、
既
に
三
年
前
に
操
業
を
停
止
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

廃
窯
と
な
っ
て
い
た
た
め
操
業
中
の
達
磨
窯
と
し
て
の
取
材
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

高
橋
榮
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
本
瓦
窯
は
築
窯
中
に
関
東
大
震
災
に
よ
る

激
し
い
揺
れ
を
経
験
し
た
と
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
に

築
窯
さ
れ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
、
修
築
を
繰
り
返
し
な
が
ら

も
七
○
年
以
上
も
操
業
さ
れ
続
け
、
廃
窯
の
後
も
現
状
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、

驚
異
的
に
古
相
を
呈
す
る
瓦
窯
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

全
国
の
達
磨
窯
の
多
く
が
築
造
後
数
年
毎
に
構
築
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
な
か

に
あ
っ
て
、
本
瓦
窯
は
極
め
て
長
寿
の
窯
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
伊
勢
平
野
の
各
地

に
遺
さ
れ
て
い
る
戦
後
に
構
築
さ
れ
た
三
州
瓦
系
の
達
磨
窯
と
は
、
規
模
・
外
形
か

ら
畦
数
な
ど
内
部
構
造
に
至
る
ま
で
の
諸
点
に
お
い
て
著
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
、

戦
前
・
戦
後
を
通
じ
た
我
国
の
近
・
現
代
達
磨
窯
の
変
化
、
さ
ら
に
は
鱒
瓦
焼
成
技

関
西
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

I
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術
の
変
遷
を
知
る
上
に
お
い
て
、
重
要
な
価
値
を
有
す
る
産
業
遺
構
で
あ
る
と
思
料

さ
れ
た
。

そ
こ
で
外
観
の
損
壊
の
進
ま
な
い
う
ち
に
、
で
き
る
限
り
早
期
に
実
測
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
八
年
一
○
月
一
五
・
一
六
日
の
両
日
に
窯
体
実
測
調
査
を
、

ま
た
同
年
二
月
二
八
・
二
九
日
に
は
若
干
の
補
足
調
査
を
実
施
し
た
。
本
調
査
報

告
は
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
実
測
図
面
を
基
に
し
て
、

吹
田
市
立
博
物
館
で
実
施
さ
れ
た
平
成
九
年
度
特
別
展
「
達
磨
窯
１
瓦
匠
の
わ
ざ

四
○
○
年
ｌ
」
で
は
縮
尺
１
／
皿
の
精
密
模
型
が
制
作
さ
れ
、
図
面
や
写
真
資
料

の
み
だ
け
で
な
く
、
実
体
模
型
と
し
て
外
観
も
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
模

型
に
つ
い
て
は
特
別
展
終
了
後
も
同
博
物
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
報
告
の

参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
藤
原
・
大
谷
）

以
上
の
と
お
り
、
本
瓦
窯
の
重
要
性
に
鑑
み
、
ま
た
模
型
制
作
の
期
日
も
迫
っ
て

い
た
た
め
、
早
急
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
八
年
一
○
月

一
五
・
一
六
日
の
両
日
に
実
測
調
査
を
、
さ
ら
に
二
月
二
八
・
二
九
日
に
図
面
の

補
足
調
査
を
実
施
し
た
。
四
日
間
と
い
う
短
期
間
で
遠
隔
地
の
調
査
を
行
っ
た
た
め
、

実
測
し
た
図
面
や
写
真
も
必
要
最
小
限
の
も
の
と
な
っ
た
。

当
瓦
窯
は
焚
口
が
狭
小
で
燃
焼
部
が
小
型
で
あ
る
こ
と
、
調
査
期
間
中
に
降
雨
に

遭
う
な
ど
調
査
環
境
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
が
、
瓦
窯
所
有
者
で
あ
る
高
橋
榮
・
秋

人
両
氏
を
は
じ
め
ご
家
族
の
方
々
、
そ
し
て
高
浜
市
立
郷
土
資
料
館
や
高
浜
市
文
化

財
保
護
審
議
会
の
方
々
の
ご
理
解
・
協
力
を
得
て
、
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

二
調
査
の
経
過

た
。

実
測
調
査
は
、
第
一
日
目
の
一
○
月
一
五
日
に
、
光
波
測
距
儀
・
オ
ー
ト
レ
ベ
ル

を
用
い
て
、
実
測
調
査
の
た
め
の
基
準
線
を
設
定
し
、
順
次
図
面
の
作
成
を
実
施
し

た
。
第
二
日
目
は
窯
の
実
測
調
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
写
真
撮
影
を
、
第
三
日
目

お
よ
び
四
日
目
は
実
測
図
の
補
正
お
よ
び
写
真
撮
影
を
行
い
、
調
査
を
終
了
し
た
。

な
お
、
四
日
間
と
も
に
調
査
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
藤
原
が
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し

た
。
報
告
は
藤
原
と
大
谷
が
分
担
し
て
執
筆
し
、
各
文
末
に
文
責
を
明
記
し
た
。
図

面
の
整
理
・
補
修
は
北
山
が
担
当
し
、
製
図
に
至
っ
た
。
ま
た
写
真
撮
影
は
藤
原
が

行
っ
た
。
実
測
調
査
参
加
者
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
調
査
当
時
）
。

吹
田
市
立
博
物
館
藤
原
学

関
西
大
学
大
学
院
大
谷
宏
治

関
西
大
学
文
学
部
海
邉
博
史
、
北
山
峰
生
、
荒
木
幸
治
、
五
十
嵐
進
、
立
見
淳
哉

（
大
谷
）

高
橋
榮
・
秋
人
瓦
窯
は
、
愛
知
県
高
浜
市
田
戸
町
五
丁
目
一
番
一
二
号
に
所
在
す

る
。
こ
の
事
業
所
は
屋
号
を
鐙
製
瓦
所
と
称
し
、
か
っ
て
は
達
磨
窯
二
基
を
所
有
し

て
い
た
が
、
現
在
は
操
業
を
停
止
し
た
達
磨
窯
一
基
を
保
存
し
、
瓦
の
成
形
の
み
を

行
っ
て
い
る
。
本
瓦
窯
の
所
在
す
る
愛
知
県
高
浜
市
は
知
多
半
島
の
東
付
け
根
、
三

河
湾
に
面
し
て
あ
り
、
全
国
の
粘
土
瓦
の
生
産
量
の
約
四
○
許
以
上
を
占
め
る
「
三

州
瓦
」
の
中
心
地
で
あ
る
。
平
成
六
年
の
通
産
省
工
業
統
計
に
よ
る
と
、
煉
瓦
の
生

産
量
は
、
愛
知
県
は
兵
庫
県
に
次
い
で
二
位
と
あ
り
、
生
産
金
額
で
は
一
位
で
あ
る
。

三
位
置
と
環
境

一
○
四

1



第1図高橋榮・秋人瓦窯位置図[1:100,000]

釉
薬
瓦
で
も
、
石
州
瓦
を
擁
す
る
島
根
県
の
約
二
倍
の
生
産
量
・
生
産
金
額
を

ほ
こ
り
、
一
位
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
日
本
屋
根
経
済
新
聞
社
調
べ
）
。
平
成
九
年

二
月
現
在
、
三
州
瓦
工
業
共
同
組
合
に
加
盟
す
る
事
業
所
は
七
七
事
業
所
で
、

高
浜
市
は
そ
の
う
ち
の
約
八
○
許
を
占
め
、
南
は
碧
南
市
・
半
田
市
に
、
北

～
東
へ
は
刈
谷
市
・
大
府
市
・
安
城
市
に
及
ぶ
地
域
に
展
開
し
て
お
り
、
生
産

地
は
三
河
湾
に
面
す
る
高
浜
市
を
中
心
に
し
て
、
広
く
旧
三
河
地
域
に
展
開
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

三
河
は
尾
張
の
南
に
位
置
し
、
古
墳
時
代
以
来
の
須
恵
器
生
産
の
展
開
を
み

た
猿
投
山
南
西
麓
窯
跡
の
影
響
の
も
と
に
、
古
代
～
中
世
に
は
知
多
半
島
、
渥

美
半
島
と
も
全
域
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
陶
器
（
山
茶
椀
）
の
生
産
地
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
そ
の
豊
富
な
良
士
を
背
景
に
高
度
な
窯
業
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
地
の
窯
業
技
術
は
、
陶
器
・
瓦
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
然

こ
れ
ら
の
技
術
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
近
代
に
至
っ
て

も
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
士
族
授
産
所
と
し
て
刈
谷
と
西
尾
に
お
い
て

設
立
さ
れ
た
東
洋
組
煉
化
石
・
瓦
製
造
処
が
大
規
模
な
瓦
生
産
を
行
っ
た
と
こ

③

ろ
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
地
方
の
最
大
規
模
の
煉
瓦
工
場
で
も
あ
っ

た
。
当
地
域
の
窯
業
先
進
地
と
し
て
の
性
格
を
十
分
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
窯
業
先
進
地
域
の
な
か
に
あ
っ
て
、
煉
瓦
と
し
て
の
「
三
州

瓦
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
中
世
後
半
～
近

世
期
に
お
け
る
考
古
学
的
な
瓦
窯
研
究
が
殆
ど
み
ら
れ
な
い
な
か
に
あ
っ
て
極

め
て
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
昭
和
五
七
年
四
月
に
高
浜
市
よ
り
刊
行
さ
れ
た

『
高
浜
市
誌
資
料
㈲
～
㈱
』
は
、
旧
刊
の
『
高
浜
町
誌
資
料
（
一
～
十
四
）
』
を

再
刊
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
の
『
資
料
㈹
』
（
昭
和
五
七
年
四
月
）
は
、
三
州
瓦

一
○
五
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と
三
河
土
器
と
い
う
当
地
の
近
世
～
近
現
代
窯
業
の
姿
を
、
関
連
す
る
文
献
史
料
と

遺
存
資
料
と
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
記
し
て
い
る
。

煉
瓦
が
こ
の
高
浜
の
地
で
い
つ
頃
か
ら
生
産
さ
れ
始
め
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
紀
年
銘
を
有
す
る
資
料
と
し
て
は
昭
和
四
五
年
に
高
浜
春
日
神
社
神
殿
に

て
発
見
さ
れ
た
瓦
製
狛
犬
一
対
が
あ
る
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
製
造
さ
れ
た
こ

の
狛
犬
に
は
、
「
高
浜
村
瓦
屋
甚
六
瓦
師
四
郎
兵
衛
同
師
七
左
エ
門
作
」
と

瓦
師
銘
を
残
し
、
こ
れ
は
『
明
治
七
年
九
月
陶
器
製
造
調
』
に
よ
る
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
に
初
出
の
「
瓦
屋
一
軒
」
よ
り
も
古
い
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
三
河
土

器
で
は
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
銘
の
あ
る
広
口
壷
が
懐
焼
き
壷
で
あ
り
、
嬉
瓦
と
同

様
の
焼
成
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
江
戸
初
期
か
ら
、
何
ら
か
の
土

④

器
・
瓦
の
生
産
者
が
高
浜
の
地
で
生
産
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
当
然
、

こ
れ
ら
の
焼
成
窯
は
達
磨
窯
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
初
期
に
は
み
え
る
今
戸
焼
も
、

⑤

当
初
か
ら
瓦
と
土
器
の
生
産
者
が
混
在
し
て
お
り
、
高
浜
も
古
代
以
来
の
大
陶
業
地

を
背
景
と
し
て
、
三
河
湾
に
面
し
た
海
運
の
好
適
地
に
生
産
地
を
発
展
さ
せ
、
江
戸

中
期
以
降
の
町
屋
へ
の
瓦
需
要
の
増
加
、
そ
し
て
他
の
生
産
地
で
も
み
ら
れ
る
よ
う

な
明
治
期
以
降
の
煉
瓦
生
産
の
ピ
ー
ク
期
を
迎
え
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る

、
《
，
／
◎

三
州
瓦
が
単
な
る
大
生
産
地
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
い
ま
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、

瓦
職
人
は
在
地
に
あ
っ
て
生
産
に
従
事
す
る
の
み
で
な
く
、
近
江
や
美
濃
、
信
州
、

さ
ら
に
北
関
東
と
い
っ
た
遠
隔
地
に
ま
で
出
稼
ぎ
を
し
た
こ
と
等
を
含
め
、
他
の
多

く
の
瓦
生
産
地
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
『
高
浜
市
誌
資
料
㈱
』
に
記
述
が
あ
り
、
ま
た
、
現
在
も
こ
の
件
に
つ
い
て
は

市
立
郷
土
資
料
館
の
内
藤
金
吾
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
、
そ
の
範
囲
は
さ
ら
に
東
北
地
方
へ
も
及
び
、
宮
城
県
角
田
市
の
清
水
家
に
残
さ

⑥

れ
て
い
る
明
治
二
五
年
に
構
築
さ
れ
た
灯
篭
銘
文
に
は
、
「
（
明
治
二
五
年
か
ら
）
今

去
百
二
十
有
余
年
前
、
為
其
主
日
佐
野
宗
兵
衛
是
吾
家
祖
先
也
、
佐
野
氏
者
三
河
某

郡
高
取
村
之
人
…
…
」
と
あ
り
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
三
州
高
取
村
か
ら
東
北
地
方

へ
瓦
職
人
が
移
住
し
て
、
生
産
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
ぎ
に
、
明
治
時
代
末
年
の
達
磨
窯
の
石
炭
焚
き
へ
の
改
良
に
際
し
て
は
、
当
地

で
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
生
を
得
た
石
原
熊
治
郎
は
、
明
治
三
三
年
に
は
燃
焼
室

床
部
に
ロ
ス
ト
ル
を
設
置
し
た
良
好
な
石
炭
窯
を
完
成
し
た
が
、
氏
は
以
後
、
「
石

原
式
」
石
炭
窯
の
普
及
に
専
念
し
、
愛
知
県
下
を
は
じ
め
と
し
て
、
岐
阜
・
三
重
・

静
岡
・
長
野
・
千
葉
・
栃
木
県
な
ど
広
範
囲
に
達
磨
窯
を
築
造
し
て
、
さ
ら
に
弟
子

⑦

の
育
成
を
図
っ
た
。
そ
の
後
、
熊
治
郎
の
息
子
で
あ
る
石
原
英
一
は
、
戦
後
の
達
磨

窯
の
名
人
窯
師
と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
、
特
に
、
昭
和
二
九
年
に
は
石
炭
焚

達
磨
窯
を
半
倒
焔
窯
に
改
造
し
て
、
東
海
・
関
東
・
東
北
一
円
に
築
窯
し
た
。
彼
は

昭
和
三
四
年
に
関
東
瓦
の
産
地
の
一
つ
で
あ
る
群
馬
県
藤
岡
市
の
た
め
に
、
瓦
窯
の

⑧

指
導
書
で
あ
る
『
粘
土
瓦
欠
点
防
止
と
焼
成
に
つ
い
て
』
を
著
し
て
お
り
、
こ
れ
は

三
州
瓦
が
当
時
の
築
窯
技
術
の
最
先
端
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ

つ
く
》
◎

こ
の
よ
う
に
、
三
州
瓦
は
大
規
模
な
粘
土
瓦
の
産
地
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
近
世

期
に
お
け
る
煉
瓦
生
産
の
創
業
以
来
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
常
に
東
海
以
東
の
粘
土

瓦
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
産
地
で
あ
っ
た
。
煉
瓦
の
生
産
に
お
い
て
は
、
常
に
人

（
職
人
）
・
技
術
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
情
報
の
発
信
源
で
あ
っ
た
こ
と
と
な

る
。
す
な
わ
ち
高
橋
瓦
窯
の
意
義
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
地
に
お
い
て
、
我
国
に

お
け
る
現
存
最
古
級
と
み
ら
れ
る
達
磨
窯
が
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

一
○
六

K



一
、
瓦
窯
の
規
模
と
構
造

本
瓦
窯
の
構
造
は
中
央
に
焼
成
室
を
持
ち
、
そ
の
左
右
の
燃
焼
室
か
ら
焚
き
上
げ

る
地
上
窯
で
あ
り
、
所
謂
「
達
磨
窯
」
の
一
典
型
で
あ
る
。
燃
料
は
木
炭
・
石
炭
・

プ
ロ
パ
ン
を
現
在
で
は
使
用
す
る
が
、
窯
自
体
は
燃
焼
室
下
位
に
ロ
ス
ト
ル
を
持
つ

石
炭
焚
窯
の
構
造
を
呈
し
、
こ
こ
で
は
石
炭
焚
窯
と
し
て
お
く
。
ま
た
焔
の
使
い
方

か
ら
み
れ
ば
「
昇
炎
窯
」
で
あ
る
。
窯
の
総
長
は
五
・
六
四
燭
、
最
大
幅
三
・
五
二

脚
、
地
上
部
の
高
さ
二
・
○
八
燭
（
土
管
に
よ
る
排
煙
部
を
除
く
）
の
規
模
を
持
ち
、

焚
口
前
方
に
伸
び
る
風
道
部
を
含
め
る
と
窯
構
造
物
の
主
軸
総
長
は
八
・
六
脚
、
焼

成
部
頂
上
に
の
せ
ら
れ
た
土
管
を
含
め
る
と
最
大
高
は
地
上
よ
り
二
・
四
八
脚
で
あ

ブ
（
ぜ
。

調
査
で
は
窯
の
方
位
を
参
考
に
、
燃
焼
室
を
各
々
「
東
室
・
西
室
」
と
し
、
燃
焼

室
に
設
置
さ
れ
て
い
る
風
道
を
「
東
側
風
道
・
西
側
風
道
」
と
呼
称
し
、
窯
出
し
・

窯
詰
め
に
使
用
さ
れ
る
焼
成
室
南
側
の
入
り
口
を
「
窯
口
」
、
北
側
小
口
を
「
窓
」

と
し
た
。
焼
成
室
上
に
設
置
さ
れ
た
２
箇
所
の
土
管
は
「
排
煙
部
」
と
し
た
。
こ
の

土
管
は
、
煙
が
下
方
に
ま
き
散
ら
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
窯
室
の
吸
煙
を
意
図
し
た
も
の
で
な
く
、
「
煙
突
」
や
「
煙
道
」
の
用
語
は

炎
の
使
い
方
か
ら
み
て
適
切
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
藤
原
・
大
谷
）

二
、
各
部
の
所
見

で
あ
る
。

四
実
測
調
査
の
成
果

（
藤
原
）

ａ
、
外
形
と
構
成
材

本
達
磨
窯
は
内
部
に
耐
火
煉
瓦
・
瓦
を
積
み
上
げ
、
窯
体
表
面
に
小
礫
や
ツ
タ
を

含
ん
だ
黄
褐
色
粘
土
を
塗
り
込
ん
で
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
側
面
（
窯
口
方
向
）
を

観
察
し
た
場
合
、
左
右
に
均
整
の
と
れ
た
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
正
面
（
焚

口
方
向
）
を
詳
し
く
観
察
す
る
と
、
窯
は
主
軸
を
基
準
と
し
て
左
右
対
称
で
は
な
く
、

や
や
南
側
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
外
見
上
は
整
美
な
姿
形
を
呈
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
焚
口
部
を
観
察
す
る
と
、
東
側
の
焚
口
部
分
外
面
に
は
完
形
お
よ
び
半

裁
さ
れ
た
平
瓦
が
四
層
、
西
側
部
分
は
同
様
に
五
層
、
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
状
に
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
瓦
の
下
部
に
は
耐
火
煉
瓦
が
据
え
ら
れ
て
い
る
が
、
東
側

で
は
北
面
に
六
枚
、
西
側
で
は
北
面
三
枚
、
南
面
に
は
二
枚
が
現
状
で
視
認
で
き
る
。

た
だ
し
、
焚
口
部
は
構
築
当
初
の
形
状
を
示
し
て
お
ら
ず
、
頻
繁
に
修
築
が
行
わ
れ

て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

外
観
を
み
る
と
窯
は
廃
瓦
お
よ
び
耐
火
煉
瓦
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
焚
口
・
窯

口
・
窓
、
そ
し
て
畦
や
焼
成
室
と
燃
焼
室
を
区
切
る
障
壁
・
火
柱
な
ど
の
基
本
的
に

損
耗
の
激
し
い
部
分
や
高
温
度
に
被
熱
さ
れ
る
部
分
に
は
耐
火
煉
瓦
を
、
天
井
ド
ー

ム
や
窯
体
側
部
な
ど
の
窯
体
の
主
要
な
構
成
材
と
し
て
は
、
粘
土
型
枠
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
煉
瓦
状
の
炉
材
を
使
用
し
て
い
る
。

ｂ
、
燃
焼
室

燃
焼
室
に
関
し
て
は
、
東
西
各
室
の
数
値
は
若
干
相
違
す
る
も
の
の
、
形
状
は
ほ

ぼ
同
型
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
括
し
て
記
述
す
る
。
燃
焼
部
は
焚
口
か
ら
約
三
五

度
で
下
が
り
、
床
に
い
た
っ
て
水
平
と
な
る
。
焚
口
か
ら
窯
床
ま
で
の
比
高
差
は
東

側
で
○
・
四
八
脚
、
西
側
で
○
・
四
○
牌
を
測
る
。
焚
口
か
ら
燃
焼
室
床
面
へ
は
鉄

製
の
二
連
の
「
費
の
子
」
状
の
火
格
子
（
ロ
ス
ト
ル
）
が
架
構
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ロ

一
○
七
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ス
ト
ル
は
、
直
接
焚
口
奥
の
燃
焼
室
床
面
に
架
構
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
南

北
壁
に
長
手
を
上
に
し
て
渡
さ
れ
た
耐
火
煉
瓦
上
に
さ
し
渡
し
て
据
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
燃
焼
室
の
南
北
断
面
は
半
楕
円
形
を
示
す
。
焚
口
直
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
焚

口
の
外
側
へ
と
繁
が
っ
た
風
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
、
風
道

ロ
ス
ト
ル
下
に
は
床
面
よ
り
さ
ら
に
四
○
巻
下
が
っ
た
空
間
が
あ
り
、
こ
こ
に
は

焚
口
前
方
か
ら
空
気
を
送
る
斜
道
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
風
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

風
道
の
天
井
は
、
風
道
北
壁
か
ら
南
壁
に
棒
状
の
も
の
を
渡
し
、
そ
の
上
に
数
枚

の
長
手
の
耐
火
煉
瓦
を
最
下
部
に
敷
設
し
、
つ
い
で
こ
の
上
に
一
枚
の
鉄
板
を
据
え
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
長
手
の
耐
火
煉
瓦
を
窯
の
主
軸
に
直
行
さ
せ
て
三
段
敷
設
し
て
い

る
。
最
下
部
の
耐
火
煉
瓦
の
敷
設
方
法
は
確
認
で
き
な
い
が
、
棒
状
の
も
の
が
一
本

の
場
合
に
は
橋
桁
状
に
、
二
本
の
場
合
に
は
南
北
壁
に
平
行
さ
せ
て
敷
設
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。

風
道
長
は
焚
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
東
側
で
○
・
八
五
脚
、
西
側
で
○
・
六
六
脚
を
測

る
。
幅
は
そ
れ
ぞ
れ
○
・
三
六
牌
、
○
・
二
八
牌
を
測
る
。
風
道
か
ら
燃
焼
室
に
向

か
っ
て
は
、
東
側
は
約
二
○
度
、
西
側
は
約
一
五
度
の
傾
斜
を
も
っ
て
燃
焼
室
に
至

る
。
風
道
の
構
築
方
法
は
、
東
側
の
風
道
壁
体
は
耐
火
煉
瓦
と
煉
瓦
を
組
み
積
ん
で
、

西
側
風
道
は
耐
火
煉
瓦
を
組
積
ん
で
構
築
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
風
道
入
口
部
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
東
側
風
道
は
周
辺
に
約
二
○
×

一
○
×
五
壱
の
耐
火
煉
瓦
を
「
．
」
字
形
に
、
小
口
を
内
側
に
向
け
て
敷
設
し
て
い

る
。
そ
の
周
辺
お
よ
び
焚
口
下
部
に
は
約
四
五
×
一
○
×
五
華
の
耐
火
煉
瓦
が
敷
設

さ
れ
て
い
る
。
壁
体
は
下
部
に
は
長
い
方
の
耐
火
煉
瓦
を
長
手
を
外
に
向
け
て
、
上

部
に
は
瓦
片
を
目
地
が
通
ら
な
い
よ
う
に
組
み
積
ん
で
い
る
。
一
方
、
西
側
風
道
は

約
四
五
×
一
○
×
五
巻
の
耐
火
煉
瓦
を
敷
設
し
、
壁
体
も
基
本
的
に
は
同
寸
の
耐
火

煉
瓦
を
、
長
手
を
外
側
に
向
け
て
組
み
積
ん
で
い
る
。

ｄ
、
焼
成
室

床
平
面
は
内
寸
で
長
さ
（
東
西
）
一
・
九
五
燭
、
幅
（
南
北
）
一
・
九
二
牌
（
面
積
三
・

七
四
㎡
）
を
測
り
、
床
に
は
七
条
の
通
焔
溝
お
よ
び
六
条
の
畦
（
桟
道
）
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
焼
成
室
の
南
北
壁
に
は
畦
に
平
行
す
る
棚
（
岸
畦
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

畦
は
耐
火
煉
瓦
を
横
一
列
に
組
み
積
ん
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。
畦
の
幅
は
平
均
○
・

一
○
～
○
・
一
二
脚
、
通
焔
溝
の
幅
は
平
均
○
・
一
○
～
○
・
一
五
燭
を
測
る
が
、

各
条
は
等
し
く
な
く
、
寸
法
が
大
き
く
異
な
る
。
焼
成
室
の
天
井
東
西
断
面
は
偏
平

な
半
円
形
、
南
北
断
面
は
長
方
形
で
あ
る
。
通
焔
溝
の
床
は
焼
成
室
の
中
央
部
分
で

最
高
に
な
る
よ
う
に
約
一
七
～
二
○
度
で
傾
斜
し
、
焼
成
室
中
央
で
、
双
方
よ
り

寄
っ
て
き
て
峠
（
ト
ウ
ゲ
）
を
な
し
て
い
る
。

焼
成
室
の
南
側
に
は
天
井
を
ア
ー
チ
形
に
と
る
窯
口
が
構
築
さ
れ
、
窯
口
の
左
右

両
壁
耐
火
煉
瓦
と
瓦
を
組
み
積
ん
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。
焼
成
室
の
北
側
に
は
窓
が

構
築
さ
れ
て
い
る
。
窓
は
燃
焼
室
の
床
面
か
ら
約
○
・
六
五
脚
上
部
に
構
築
さ
れ
て

お
り
、
高
さ
が
五
六
笹
、
幅
三
六
笹
の
開
口
部
を
開
け
て
い
る
。
こ
の
窯
口
と
窓
の

上
部
に
は
円
筒
形
の
土
管
を
設
置
し
た
排
煙
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
土
管
は
南
側

の
み
遺
存
し
て
い
る
が
、
構
築
方
法
は
、
窯
口
上
部
を
半
円
筒
形
に
形
造
り
、
そ
の

上
に
幅
一
○
霧
、
長
さ
五
五
笹
、
厚
さ
一
云
ン
の
長
寸
の
耐
火
煉
瓦
を
使
用
し
て
方
形

に
枠
を
組
み
、
そ
の
枠
の
上
に
土
管
を
据
え
、
構
築
さ
れ
て
い
る
。
土
管
の
外
面
に

は
粘
土
が
約
二
群
の
厚
さ
で
塗
布
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
被
熱
に
よ
る
破
砕
を
防
止

す
る
た
め
に
塗
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
土
管
に
亀
裂
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
は
針
金
が
巻
か
れ
て
い
る
。

一

一

○



第1表高橋瓦窯の各部寸法一覧

焼
成
室
の
南
北
の
障
壁
は
視
認
で
き
る
範
囲
で
は
二
○
×
一
○
×
五
笹
の
耐
火
煉

瓦
を
七
段
に
わ
た
っ
て
長
手
と
平
手
を
段
違
い
に
積
み
上
げ
る
イ
ギ
リ
ス
積
方
式
で

積
み
上
げ
て
お
り
、
そ
の
表
面
に
は
粘
土
が
塗
布
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
つ

ぎ
に
、
畦
や
通
焔
溝
な
ど
の
床
施
設
の
構
築
方
法
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
畦
は
す

べ
て
耐
火
煉
瓦
を
積
み
重
ね
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
表
面
は
自
然
釉
が
付
着
し
て
お

り
明
確
で
は
な
い
が
、
粘
土
が
塗
布
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
つ
ぎ
に
、
障
壁

下
位
の
分
焔
柱
（
火
柱
）
は
、
耐
火
煉
瓦
を
横
に
積
み
重
ね
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
通

常
「
一
シ
半
」
で
煉
瓦
を
交
互
に
積
み
重
ね
る
場
合
が
多
い
が
、
本
窯
は
畦
が
細
い

こ
と
も
あ
っ
て
一
列
で
積
み
上
げ
て
い
る
。

な
お
、
障
壁
下
方
の
通
焔
口
に
加
え
て
、
障
壁
中
位
に
も
横
一
列
に
通
焔
口
が
開

け
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
焼
成
室
上
方
の
温
度
低
下
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
目
的

で
設
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
く
、

各
通
焔
口
は
三
～
四
枚
の
煉
瓦
が
小
口
積
に
積
ま
れ
て
、
塞
が
れ
て
い
る
。
通
焔
口

は
長
方
形
で
あ
る
が
、
中
に
は
直
角
三
角
形
を
呈
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。

ｅ
、
土
管

焼
成
部
の
天
井
両
側
の
排
煙
部
２
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
赤
褐
色
を
し
た
素

焼
き
の
土
管
で
、
や
や
焼
き
歪
み
を
生
じ
、
直
径
（
外
径
）
は
五
二
～
五
六
叫
高
さ

四
○
ｍ
を
測
る
。
半
円
状
に
切
り
込
ま
れ
た
焼
成
室
天
井
部
を
挟
む
よ
う
に
、
長
寸

の
耐
火
材
を
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
長
寸
の
耐
火
材
を
差
し
渡
し
、
そ
の
上
に
土
管

受
け
部
を
下
に
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
管
の
固
定
と
耐
火
性
能
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
設
置
し
た
土
管
に
縄
を
巻
き
付
け
、
そ
の
上
に
粘
度
を
塗
り
込
ん
で

窯
体
と
一
体
に
し
て
仕
上
げ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
南
側
の
一
個
の
み
遺
存
し
て

い
た
。
（
大
谷
）一一一

採寸の基準 寸法 備 考

窯主軸全長 外寸一外寸 5.64m 風道を含むと8.60m

窯最大幅 外寸一外寸 3.52m

窯最大高 2．08m 土管を含むと2.48m

東燃焼室長 外寸 1.64m

〃 内寸 1.04m

西燃焼室長 外寸 1.76m

〃 内寸 1.04m

焼成室主軸長
寺

ju、 2．24m

〃 内寸 1.95m

焼成室幅 内寸 1.92m

焼成室高 畦上一天井 1.48m

焼成室畦数 6条 岸畦を除く

通焔溝傾斜 17｡～20 焼成室底～峠への傾斜

東燃焼室焚口 高さ×幅 0．32×0.36m

西燃焼室焚口 高さ×幅 0.36×0.38m

窯口寸法 高さ×幅 1．33×0.5m
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第4図高橋榮・秋人瓦窯付属用具実測図〔1:15〕 1．カマブタ 2．スナドメ 3．風潰ブタ

四
、
焼
成
記
録

今
回
の
実
測
調
査
に
つ
い
て
は
、
窯
の
科
学
模
型
を
製
作
す
る
た
め
の
窯
の
正
確

な
図
面
作
成
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
焼
成
記
録
や
瓦
製
作
用
具
に
つ
い
て
の
聞
き

取
り
調
査
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
。
実
測
を
す
す
め
つ
つ
、
多
少
の
時
間
を
と
っ

て
操
業
者
の
高
橋
秋
人
氏
（
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
）
か
ら
操
業
の
時
間
と
、
操
業
工
程

を
聞
き
取
り
し
た
の
み
で
あ
る
。

こ
の
工
程
は
、
平
成
五
年
に
操
業
を
停
止
し
た
時
の
最
も
平
均
的
な
焼
成
工
程
で

あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
カ
マ
ア
イ
」
は
窯
の
冷
却
期
間
で
、
次
の
焼
成
時
（
火
入

三
、
用
具

窯
の
操
業
に
際
し
て
使
用
さ
れ
た
用
具
と
し
て
、
東
側
焚
口
を
閉
塞
す
る
の
に
使

用
さ
れ
た
「
カ
マ
ブ
タ
（
窯
蓋
）
」
「
ス
ナ
ド
メ
（
砂
止
め
）
」
「
鉄
板
（
風
道
ブ
タ
）
」
が

残
さ
れ
て
い
た
。

第
４
図
１
１
は
焚
口
部
分
を
閉
鎖
す
る
鉄
製
カ
マ
ブ
タ
で
あ
り
、
縦
約
四
○
・
○

巻
、
横
約
五
二
・
○
巻
、
厚
さ
約
二
薑
リ
の
方
形
の
鉄
板
に
、
上
方
の
略
三
等
分
す
る

位
置
に
約
三
・
○
、
、
り
の
孔
を
二
つ
穿
孔
し
、
直
径
二
・
五
愚
，
の
針
金
を
通
し
、
取
手

を
作
り
出
し
て
い
る
。

第
４
図
１
２
は
焚
口
を
閉
塞
す
る
ス
ナ
ド
メ
で
あ
る
。
焚
口
の
外
側
に
設
置
さ
れ
、

内
部
に
砂
を
充
填
し
て
焚
口
か
ら
外
気
が
入
る
こ
と
を
防
止
し
て
い
る
。

第
４
図
１
３
は
鉄
板
（
風
道
ブ
タ
）
で
あ
る
。
縦
約
一
三
一
・
○
穆
、
幅
約
六
五
・

五
穆
、
厚
さ
約
○
・
八
笹
を
測
る
。
前
後
二
箇
所
に
「
．
」
字
形
の
取
手
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。

（
藤
原
・
大
谷
）

’
一
一
一
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第2表高橋瓦窯の焼成工程

れ
）
ま
で
の
待
機
時
間
で
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
五
日
ご
と
に
火
を
入
れ
る
「
五
日

力
言
で
あ
る
。
本
窯
は
焼
成
温
度
が
高
い
た
め
か
、
こ
の
カ
マ
ア
イ
は
長
い
。

か
っ
て
は
三
日
カ
マ
・
四
日
カ
マ
と
い
っ
て
、
無
理
を
し
て
窯
出
し
を
し
て
い
た
が
、

そ
れ
で
は
い
い
製
品
に
は
な
ら
な
い
。
着
火
か
ら
ト
メ
ま
で
の
実
質
的
な
焼
成
時
間

は
一
二
時
間
三
○
分
で
あ
り
、
こ
れ
も
天
候
・
季
節
・
粘
土
性
状
等
の
条
件
に
よ
っ

て
時
間
差
を
生
じ
る
か
ら
、
お
お
よ
そ
一
日
弱
の
焼
成
時
間
と
い
え
る
。
特
に
瓦
に

含
ま
れ
る
水
分
を
飛
ば
し
、
ゆ
っ
く
り
と
温
度
を
上
げ
る
ア
プ
リ
は
、
焼
成
工
程
の

半
ば
ま
で
及
び
、
本
格
的
に
温
度
を
上
げ
る
の
は
、
焼
成
工
程
の
後
半
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
焼
成
時
間
は
昭
和
四
○
年
頃
か
ら
社
会
問
題
化
し
て
き
た
公
害
（
煙

害
）
問
題
の
た
め
に
、
瓦
焼
き
の
夜
間
作
業
を
自
粛
し
た
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
は
こ
れ
よ
り
七
時
間
早
い
工
程
で
焼
成
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
第
一
日
目
は
午
前
一
時
の
火
入
れ
、
コ
ミ
な
ど
の
最
終
焼
成
工
程
は

午
後
五
～
六
時
、
窯
の
ト
メ
は
午
後
八
時
頃
の
工
程
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
表
に

み
る
焼
成
工
程
は
、
最
も
黒
煙
が
排
出
さ
れ
る
煉
化
工
程
を
、
周
辺
住
民
の
生
活
時

間
帯
か
ら
外
す
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
ガ
ス
を
燃
料
に
使

用
し
な
い
時
で
は
、
ア
プ
リ
は
短
く
、
ホ
ン
ダ
キ
に
も
っ
と
長
く
時
間
を
か
け
て
い

た
。

（
藤
原
）

五
、
小
結

以
上
で
実
測
調
査
の
概
略
を
示
し
た
。
た
だ
、
将
来
へ
の
保
存
を
考
慮
し
て
、
窯

体
を
断
ち
割
る
よ
う
な
発
掘
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
窯
の
基
礎
地
業
の
詳

細
や
、
窯
体
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
十
分
な
観
察
は
で
き
て
い
な
い
。

現
状
で
は
、
窯
は
焼
成
部
南
壁
の
窯
口
付
近
、
北
壁
の
窓
付
近
の
煉
瓦
・
瓦
積
部

一
一
一
一
一

’

時間 工程 作業内容 備 考

第1日目

第2日目

第3．4日目

8:00

17:00

24：00

～

3：00

3:30

4：00

4：30

アプリ

ホンダキ

コミ

フカセ

ﾄメ

カマアイ

火入れ

木炭・廃材などによる焼成

燃料をガスに替え、 500℃か

ら900℃まで温度を上げる。

燃料を石炭に替え、温度を上

げる ◎

大量の薪を投入。

窓を閉めてゆき炎を蒸かす。

窯の閉鎖。

窯の冷却期間

この時1,050℃

最初に松葉を少し入れること

もある。

第5日目 6:00 カマアケ 燃焼室に水を打ち炭を出す。

窯口を開け、窯出しをする。



分
、
燃
焼
室
の
南
外
壁
な
ど
は
雨
水
に
よ
る
浸
食
が
進
ん
で
お
り
、
燃
焼
室
・
焼
成

室
の
天
井
部
も
流
れ
た
部
分
が
あ
る
が
、
硬
く
焼
け
て
い
る
窯
室
の
内
部
は
特
に
損

傷
は
な
く
、
畦
や
障
壁
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
多
少
の
補
修
を
加
え
れ
ば
ま
だ
ま

だ
焼
成
可
能
な
窯
で
あ
る
。

窯
の
外
形
を
み
る
と
、
高
く
盛
り
上
が
る
焼
成
室
か
ら
急
角
度
で
直
線
的
に
落
ち

る
ラ
イ
ン
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
窯
の
全
長
が
や
や
小
型
で
あ
る
こ
と
、

燃
焼
室
両
端
の
焚
口
面
の
高
さ
が
地
上
か
ら
九
○
笹
前
後
し
か
な
く
、
両
肩
が
大
き

く
落
ち
た
姿
形
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
三
重
県
内
で
多
く
残
さ
れ
て
い
る
戦
後
の
達

磨
窯
は
、
本
窯
よ
り
や
や
大
型
で
、
焼
成
室
か
ら
燃
焼
室
に
流
れ
る
ラ
イ
ン
も
直
線

的
に
は
な
ら
ず
、
燃
焼
室
の
天
井
を
大
き
く
湾
洞
さ
せ
る
た
め
に
屈
曲
を
も
つ
こ
と

が
多
い
。
本
窯
は
一
見
し
て
こ
れ
ら
と
は
様
相
が
異
な
り
、
古
式
の
窯
で
あ
る
よ
う

に
み
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
大
正
時
代
の
構
築
と
伝
承
さ
れ
る
三
重
県
桑
名

郡
多
度
町
に
所
在
す
る
多
度
瓦
の
小
林
栄
子
瓦
窯
と
比
較
す
る
と
、
窯
の
外
壁
側
部

に
級
密
な
瓦
積
み
を
し
て
窯
体
の
保
持
を
図
っ
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
両
者
は
窯
の

規
模
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
実
に
類
似
し
た
外
形
ラ
イ
ン
を
残
し
て
お
り
（
第
５
図
）
、

よ
っ
て
三
重
県
下
の
達
磨
窯
も
、
大
正
期
か
ら
三
州
瓦
系
の
達
磨
窯
の
影
響
下
に
築

窯
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

な
お
、
窯
体
の
詳
細
な
寸
法
が
左
右
の
各
部
で
細
か
く
異
な
る
の
は
、
特
に
燃
焼

室
や
焚
口
・
風
道
な
ど
の
破
損
の
進
む
箇
所
を
中
心
に
、
本
窯
の
長
期
に
わ
た
る
操

業
期
間
に
小
規
模
な
補
修
を
繰
り
返
し
て
き
た
か
ら
と
み
ら
れ
る
。

三
州
瓦
で
達
磨
窯
が
石
原
熊
治
郎
に
よ
っ
て
石
炭
焚
き
に
換
装
さ
れ
る
の
は
明
治

三
三
年
（
一
九
○
○
）
以
降
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
窯
は
そ
の
約
二
○
年
後
に
構
築
さ

れ
た
も
の
で
、
初
期
石
炭
焚
達
磨
窯
の
好
例
と
い
え
る
。
ま
た
、
焚
口
に
使
用
さ
れ

0 2 4 6 8M

第5図三州瓦系達磨窯の外形比較
一
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小林栄子瓦窯

吉村忠雄瓦窯

一、 ﾆﾐﾐ、
高橋瓦窯



な
お
、
焼
成
室
の
畦
は
六
条
で
、
溝
は
七
条
で
あ
る
。
多
く
の
近
代
達
磨
窯
の
例

で
は
、
四
～
五
条
と
い
う
の
が
一
般
的
で
、
六
条
の
よ
う
な
細
く
多
く
の
畦
を
持
つ

例
は
、
越
前
瓦
で
青
木
嘉
七
が
窯
の
大
型
化
を
進
め
た
時
の
青
木
式
２
．
３
．
６
．

７
号
六
六
窯
に
み
ら
れ
る
。
青
木
式
窯
は
１
号
が
五
条
で
あ
る
の
で
、
窯
の
大
型
化

を
進
め
る
な
か
で
、
焼
成
室
の
大
型
化
に
伴
い
、
畦
数
が
増
加
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
江
戸
時
代
の
発
掘
例
で
は
、
畦
は
す
べ
て
三
～
四
条
で
あ
り
、
五
条
と
な
る
の

は
明
治
時
代
以
降
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
耐
火
煉
瓦
の
使
用
に
よ
り
、
畦
の
頑
強

化
が
図
ら
れ
た
た
め
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
六
条
へ
と
細
く
な
る
の
も
、
そ
の
延
長
線

上
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
あ
ま
り
細
く
す
る
の
は
、
畦
の
脆
弱
化
を
招
き
、
次
第

に
四
～
五
条
と
な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
本
窯
の
六
条
畦
と
い
う
の
も
、
築
造

年
代
を
表
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
所
見
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
窯
は
明
治
時
代
末
期
～
大
正
期
の
技
術

を
背
景
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
大
正
一
二
年
に
築
造
し
た
と
い
う
操
業

者
の
記
憶
が
正
し
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
窯
の
外
観
を
見
る
限
り
、
戦
後
に
行

わ
れ
た
改
造
は
、
プ
ロ
パ
ン
に
よ
る
焼
成
を
行
う
た
め
に
、
外
部
か
ら
燃
焼
室
に
通

じ
る
ガ
ス
パ
イ
プ
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
み
で
、
大
き
く
外
観
に
変
更
を

生
じ
る
よ
う
な
補
修
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
大
正
時
代
の
達
磨
窯
の
特
性
を
温
存
し

た
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
産
業
遺
構
と
し
て
本
遺
構
の
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
本
窯

て
い
る
砂
止
め
は
、
窯
蓋
の
外
に
設
置
し
て
、
そ
の
中
に
砂
を
充
填
し
て
気
密
を
保

ち
、
窯
内
に
外
気
が
進
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
螺
し
の
変
色
被
害
を
防
止
す

る
目
的
で
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
焚
口
や
窯
口
部
へ
の
砂
止
め
技
法

の
採
用
は
、
大
正
時
代
以
降
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
天
井
部
の
排
煙
部
へ

の
採
用
は
、
大
正
時
代
以
降
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
天
井
部
（⑨

の
土
管
の
採
用
も
、
三
州
瓦
で
は
や
は
り
大
正
時
代
中
頃
以
降
で
あ
る
。

煉
瓦
焼
成
用
の
伝
統
的
瓦
窯
と
し
て
の
達
磨
窯
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
の
分
野
で

の
諸
職
調
査
や
、
遺
構
と
し
て
検
出
さ
れ
た
場
合
の
考
古
学
的
調
査
で
論
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
る
。
ま
た
昭
和
五
七
年
当
時
の
現
代
の
達
磨
窯
の
実
態
調
査
を
し
た

⑩

中
村
隆
氏
の
詳
細
な
調
査
記
録
が
あ
る
と
い
え
ど
も
、
達
磨
窯
の
長
い
歴
史
を
語
る

研
究
は
殆
ど
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
歴
史
を
見
通
し
た
調
査
と
い
え
ば
、
吹

田
市
立
博
物
館
が
平
成
九
年
度
特
別
展
と
し
て
開
催
し
た
『
達
磨
窯
１
瓦
匠
の
わ

ざ
四
○
○
年
ｌ
』
が
唯
一
の
成
果
と
み
ら
れ
、
そ
の
展
示
図
録
の
な
か
に
、
「
達

⑪

磨
窯
の
歴
史
」
と
し
て
、
達
磨
窯
発
生
以
来
の
四
○
○
年
の
歴
史
が
要
約
さ
れ
て
い

る
。
達
磨
窯
の
歴
史
の
全
体
像
を
促
え
た
記
述
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
数
少
な
い
デ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、
こ
の
高
橋
瓦
窯
を
評
価
し
て

み
る
。
ま
ず
、
小
結
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
産
地
の
達
磨
窯
が
築
造
し
て
数

年
毎
に
構
築
を
繰
り
返
す
中
で
、
七
○
年
以
上
も
操
業
し
、
さ
ら
に
操
業
停
止
後
も

遣
存
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
現
存
す
る
達
磨
窯
は
、
国
内
の
操
業
例
と
し

て
は
、
昭
和
五
一
年
に
現
地
の
築
窯
師
伊
藤
倉
次
氏
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
群
馬
県

⑫

藤
岡
市
の
共
和
建
材
有
限
会
社
の
達
磨
窯
が
最
古
の
例
で
、
す
で
に
二
二
年
を
経
過

し
て
い
る
。
た
だ
、
大
韓
民
国
で
は
も
っ
と
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

が
七
○
年
以
上
も
継
続
し
て
生
産
に
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

驚
異
的
に
長
期
間
に
及
ぶ
操
業
実
績
を
誇
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
近
時
ま
で
操
業

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
損
傷
が
少
な
く
て
、
補
修
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き

る
よ
う
な
状
態
で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
る
。

（
藤
原
）

五
結
語

一

一

五



全
羅
南
道
長
興
郡
安
良
面
茅
嶺
里
に
所
在
す
る
大
韓
民
国
重
要
無
形
文
化
財
第
Ⅲ
号

⑬

（
製
瓦
匠
）
韓
亨
俊
氏
の
操
業
す
る
達
磨
窯
が
古
く
、
五
○
年
以
上
は
経
過
し
て
い
る
。

⑭

ま
た
、
慶
尚
北
道
慶
州
郡
安
康
邑
老
堂
里
に
所
在
す
る
老
堂
蓋
瓦
工
場
の
達
磨
窯
は

一
九
六
四
年
に
構
築
さ
れ
、
三
四
年
間
使
用
さ
れ
て
い
る
。

操
業
を
停
止
し
た
産
業
遺
構
と
し
て
は
、
確
認
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
こ
の
高
橋

瓦
窯
が
七
五
年
を
経
過
し
て
お
り
、
最
も
古
い
と
み
ら
れ
る
。
同
様
に
大
正
時
代
と

⑮

伝
承
さ
れ
て
い
る
先
述
し
た
多
度
瓦
の
小
林
栄
子
瓦
窯
が
あ
り
、
こ
の
２
箇
所
の
達

磨
窯
が
、
古
さ
で
は
双
壁
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
窯
が
三
州
瓦
系
の
窯
で
あ
る
こ
と
は
、

先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
福
井
（
若
狭
）
・
京
都
・
大
阪
・

奈
良
・
兵
庫
・
岡
山
・
愛
媛
な
ど
の
調
査
例
で
判
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
瓦
師
が
自

ら
築
窯
す
る
場
合
は
耐
用
年
数
は
短
期
に
止
ま
る
が
、
専
門
の
築
窯
師
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
窯
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
補
修
を
し
つ
つ
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
操

業
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
韓
国
の
使
用
例
は
や
や
長
い
が
、
先
述
し
た
韓
亨
俊
氏
の

瓦
窯
は
当
時
の
築
窯
の
経
緯
が
い
ま
ひ
と
つ
不
明
で
、
ま
た
韓
国
で
は
窯
の
全
面
に

耐
火
煉
瓦
を
使
用
す
る
例
も
多
く
、
窯
の
頑
丈
さ
も
我
国
と
は
同
等
に
比
較
で
き
な

い
ｏ

聞
き
取
り
で
は
、
平
均
的
に
は
二
～
三
年
で
、
長
く
丁
寧
に
使
っ
て
も
数
年
以
内

で
窯
を
築
き
替
え
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
瓦
師
の
築
く
窯
の
タ
イ
プ
の
典
型
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
築
窯
師
が
築
く
窯
は
経
費
が
か
か
る
が
耐
久
性
に
優
れ
、
当

然
な
が
ら
、
一
○
年
で
も
二
○
年
で
も
維
持
し
て
使
う
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
窯
の

耐
用
に
対
す
る
考
え
が
根
本
的
に
両
者
で
違
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
こ
の
よ
う
な
我
国
お
よ
び
韓
国
の
遺
存
達
磨
窯
の
現
状
と
比
較
し
て
も
、
七

五
年
前
の
達
磨
窯
が
現
存
し
て
い
る
重
要
な
意
義
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と

い
っ
て
も
高
橋
瓦
窯
は
大
正
時
代
の
重
要
な
産
業
遺
構
で
、
石
炭
焚
き
に
変
換
さ
れ

た
直
後
の
窯
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
明
治
時
代
の
達
磨
窯
を
推
考
す
る
こ
と
の
で
き

る
窯
な
の
で
あ
る
。

操
業
者
に
よ
れ
ば
、
本
窯
が
こ
れ
ほ
ど
の
長
期
に
亘
っ
て
維
持
さ
れ
た
理
由
は
、

当
地
の
立
地
（
地
盤
）
の
良
さ
に
つ
き
る
と
い
う
。
特
に
、
風
道
下
面
に
み
ら
れ
る
自

然
の
湧
水
が
、
煉
瓦
の
焼
成
と
窯
体
の
維
持
に
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
確

か
に
、
江
戸
市
中
の
最
大
の
瓦
産
地
で
あ
っ
た
今
戸
は
、
隅
田
川
の
川
畔
に
築
窯
し
、

愛
媛
県
越
智
郡
菊
間
瓦
や
北
条
瓦
、
大
阪
府
内
で
最
大
の
瓦
産
地
で
あ
る
泉
南
郡
岬

町
の
谷
川
瓦
、
兵
庫
県
三
原
郡
西
淡
町
の
淡
路
瓦
な
ど
、
多
く
の
海
浜
・
河
岸
に
面

し
た
瓦
産
地
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
煉
瓦
の
焼
成
窯
は
、
比
較
的
砂
質
っ
ぽ
い
、

水
分
の
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
場
所
を
選
ん
で
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
窯
の

冷
却
や
、
窯
底
か
ら
の
湿
度
の
補
充
が
水
蒸
気
に
よ
る
内
圧
維
持
と
な
る
な
ど
、
好

適
な
条
件
を
与
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
窯
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
小
林
栄
子
瓦
窯
と
と
も
に
、
高
く
盛

り
上
が
る
焼
成
室
か
ら
急
角
度
で
直
線
的
に
落
ち
る
ラ
イ
ン
を
大
正
時
代
の
窯
と
し

て
特
徴
的
に
捉
え
た
。
さ
ら
に
、
古
い
資
料
を
求
め
る
と
、
江
戸
後
期
に
亜
欧
堂
田

⑯

善
の
描
い
た
「
今
戸
瓦
焼
図
」
は
、
大
画
面
に
達
磨
窯
を
実
に
写
実
的
に
描
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
窯
の
外
観
の
ラ
イ
ン
は
、
焼
成
室
か
ら
燃
焼
室
に
向
け
て
急
傾

斜
で
内
湾
し
な
が
ら
、
低
い
焚
口
面
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
燃
焼
室
の
天
井
が
焼
成

室
に
比
べ
て
非
常
に
小
さ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
錦
絵
な
ど
に
み
る
絵
画
資
料
は
、

窯
が
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
た
め
正
確
な
形
状
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
初
期
洋
風
画
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
作
品

は
人
物
表
現
や
遠
近
表
現
も
含
め
て
実
に
写
実
的
に
描
写
が
な
さ
れ
て
お
り
、
十
分

一
一
一
ハ
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第3表戦前～戦後の達磨窯焼成室の寸法（●は三州瓦系窯）

B
2.5
M

2．0

6尺

1.5

1青木第1号六六窯

2高橋窯（愛知県高浜市）

3小林栄子窯（三重県多度町）

4韓亨俊窯（韓国全南）

5石原英一窯（図面による）

6共和建材窯（群馬県藤岡市）

7四方純一窯（福井県小浜市）

8四方義雄窯（福井県小浜市）

9歌坂喜代一窯（大阪府岬町）

10門瓦製造所窯（大阪府岬町）

11中田常治窯（兵庫県姫路市）

12老堂蓋瓦工場（韓国慶州）

13かわら館窯（愛媛県菊間町）

A

1.0

0.5

l
l

一
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第6図達磨窯の焼成室規模の比較

2.5M

’

窯の名称
焼成室の規模

〔内寸：主軸長×幅，鯨(尺)〕
備考 産地

戦前

1青木第一号六六窯（図面）

2高橋窯(愛知県高浜市）

3小林栄子(三重県多度町）

1.81×1．81(6.00×6.00)

1.95×1．92(6.43×6.33）

1.86？×1.86(5.31？×6.13）

越
一

別 瓦

三州瓦

多度瓦

●

●

戦中 4韓亨俊窯(韓国全南） 2.04×2．25(6.73×6.68） 韓 国

戦後

5石原英一窯(図面による）

6共和建材窯(群馬県藤岡市）

7四方純一窯(福井県小松市）

8四方義雄窯(福井県小松市）

9歌坂喜代一窯(大阪府岬町）

10門瓦製造所窯(大阪府岬町）

11中田常治窯(兵庫県姫路市）

12老堂蓋瓦工場窯(韓国慶北）

13かわら館窯(愛知県菊間町）

1.92×2.08(6.33×6.86)

1.97×1.97(6.50×6.50)

2.20×2．18(7.26×7.19）

2.40×1．95(7.29×6.43）

2.11×1．75(6.96×5.77）

2.10×1.90(6.93×6.27)

2.05×2.08(6.76×6.86)

2.04×2．36(6.73×7.78）

1.84×1.84(6.10×6.10)

半倒焔 三州瓦

藤岡瓦

若狭瓦

若狭瓦

谷川瓦

谷川瓦

深志野瓦

韓 国

菊間瓦
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に
検
討
資
料
と
な
り
う
る
。
文
化
年
間
に
や
は
り
田
善
が
今
戸
の
達
磨
窯
を
描
い
た

⑰

も
の
と
し
て
、
「
銅
版
画
今
戸
瓦
焼
之
図
」
が
あ
り
、
こ
れ
も
同
様
な
特
徴
の
ラ

イ
ン
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
焼
成
室
か
ら
燃
焼
室
へ
流
れ
る
達
磨
窯
独
特
の
外

観
ラ
イ
ン
は
、
江
戸
時
代
か
ら
た
ど
れ
ば
、
焼
成
室
か
ら
燃
焼
室
・
焚
口
へ
向
か
っ

て
大
き
く
凹
み
つ
つ
流
れ
る
タ
イ
プ
か
ら
、
や
や
直
線
的
に
流
れ
る
ラ
イ
ン
へ
、
そ

し
て
、
燃
焼
室
の
天
井
が
膨
ら
む
タ
イ
プ
へ
の
変
化
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。

数
少
な
い
資
料
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
江
戸
後
期
～
明
治
・
大
正
～
戦
後
と
い
っ

た
達
磨
窯
の
外
観
ラ
イ
ン
の
変
化
は
、
焼
成
室
・
燃
焼
室
の
相
対
的
な
規
模
の
推
移

の
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
既
に
達
磨
窯
は
中
世
末
の
誕
生
以
来
、
現

代
に
至
る
ま
で
、
全
長
は
四
ｍ
代
か
ら
五
ｍ
～
六
ｍ
代
へ
と
次
第
に
窯
の
規
模
を
大

き
く
す
る
傾
向
が
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
焼
成
室
に
比
較
し
て
、
燃
焼

室
が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
経
緯
が
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近

世
以
来
、
我
国
の
瓦
窯
は
一
窯
あ
た
り
の
窯
詰
め
量
を
増
や
す
努
力
が
な
さ
れ
た
と

同
時
に
、
瓦
自
体
も
徐
々
に
硬
質
化
に
向
か
っ
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
瓦
の
焼
成
枚
数
を
規
定
す
る
焼
成
室
の
規
模
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
よ

う
。
高
橋
瓦
窯
の
焼
成
室
の
規
模
（
内
寸
》
主
軸
長
×
窯
幅
）
は
、
一
・
九
五
×
一
・

九
二
脚
で
あ
る
。
尺
に
直
す
と
、
六
・
四
三
×
六
・
三
三
尺
で
あ
る
。
達
磨
窯
の
こ

と
を
大
き
さ
か
ら
六
六
窯
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
、
旧
来
よ
り
焼
成
室
の
内
寸
は
六
尺
四

方
（
一
・
八
二
×
一
・
八
二
牌
）
が
基
準
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
は
、
や
は
り
大
正
時

代
の
築
造
と
み
ら
れ
る
多
度
瓦
小
林
栄
子
瓦
窯
が
、
一
・
六
一
×
一
・
八
六
ｍ
（
五
・

三
一
×
六
・
一
三
尺
）
を
測
り
（
但
し
、
本
窯
内
に
は
瓦
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
窯
底
で

測
定
で
き
ず
、
こ
の
数
値
は
部
分
値
で
、
お
そ
ら
く
一
・
八
六
×
一
・
八
六
ｍ
と
み

ら
れ
る
）
、
こ
れ
も
六
尺
に
非
常
に
近
く
、
明
治
時
代
以
来
、
六
尺
を
基
準
に
し
つ

つ
、
そ
の
前
後
の
近
似
値
に
収
ま
っ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
れ
を
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

の
実
測
値
の
判
明
し
て
い
る
達
磨
窯
と
比
較
し
た
の
が
第
３
表
お
よ
び
第
６
図
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ
ゞ表

中
に
み
え
る
青
木
第
一
号
六
六
窯
は
、
越
前
瓦
の
瓦
窯
研
究
家
で
あ
る
青
木
嘉

七
（
一
八
六
七
～
一
九
三
五
）
が
、
明
治
一
○
年
頃
に
は
越
前
瓦
で
使
用
さ
れ
て
い
た

六
尺
四
方
の
焼
成
室
を
も
つ
達
磨
窯
と
し
て
作
図
し
た
も
の
で
、
き
ち
ん
と
六
尺
四

方
の
寸
法
で
図
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
例
外
と
す
る
と
、
実
際
、
正
六
尺
四
方

の
遺
構
は
な
い
。
こ
れ
に
一
番
近
い
の
が
、
平
成
九
年
秋
に
、
技
術
伝
承
の
た
め
に

構
築
さ
れ
た
最
新
の
達
磨
窯
で
あ
る
愛
媛
県
菊
間
瓦
の
「
町
立
か
わ
ら
館
達
磨
窯
」

で
、
当
地
の
達
磨
窯
は
現
在
で
も
や
や
小
型
で
あ
る
こ
と
、
六
尺
四
方
と
い
う
基
準

を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
窯
は
か
な
り
六
尺
四
方
よ
り
大

き
く
な
っ
て
い
る
が
、
戦
前
・
戦
後
を
比
較
す
る
と
、
戦
前
は
六
・
○
～
六
・
四
尺

程
度
に
収
ま
り
、
戦
後
の
も
の
は
、
六
・
三
～
七
・
二
尺
程
度
ま
で
大
型
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
明
治
初
期
か
ら
大
正
期
に
造
営
さ
れ
た
達
磨
窯
は
や

は
り
六
尺
四
方
の
基
準
に
近
く
、
そ
れ
以
降
現
代
に
か
け
て
、
各
地
の
達
磨
窯
の
焼

成
室
は
大
型
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
図
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
焼
成
室
の
長
さ
に
対
す
る
幅
の
割
合
を
み
る
と
、
主
軸
長
に
対
し
て
幅
⑲

が
大
き
く
な
る
（
窯
が
太
く
な
る
）
の
は
韓
国
の
二
例
と
石
原
英
一
瓦
窯
（
倒
焔
窯
）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
菊
間
か
わ
ら
館
窯
と
藤
岡
瓦
共
和
建
材
窯
・
多
度
瓦
小
林
栄
子

⑳
⑳

窯
・
三
州
瓦
高
橋
窯
・
深
志
野
中
田
常
治
窯
・
若
狭
瓦
四
方
純
一
窯
な
ど
が
、
寸
法

の
差
は
あ
る
も
の
の
正
方
形
に
非
常
に
近
い
焼
成
室
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し＠

て
、
主
軸
長
が
大
き
く
延
び
る
（
窯
が
細
長
く
な
る
）
の
は
、
若
狭
瓦
（
四
方
義
雄
窯
）

⑳
⑳

と
谷
川
瓦
（
門
瓦
製
造
所
窯
・
歌
坂
喜
代
一
窯
）
に
顕
著
に
窺
え
る
。

一

一

八



こ
の
結
果
か
ら
、
今
一
歩
踏
み
込
ん
で
全
国
的
な
焼
成
室
の
傾
向
を
考
え
る
と
、

藤
岡
瓦
共
和
建
材
窯
は
戦
後
に
三
州
で
窯
築
造
の
伝
習
を
受
け
た
群
馬
県
の
伊
藤
倉

治
氏
が
築
造
し
て
お
り
、
多
度
瓦
の
小
林
栄
子
窯
は
、
高
橋
瓦
窯
と
極
め
て
類
似
し

た
窯
の
外
形
ラ
イ
ン
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
（
第
五
図
）
、
三
州
瓦
系
の
窯
築
師
に
よ
っ

て
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三

か
所
の
達
磨
窯
は
三
州
瓦
系
の
技
術
で
築
造
さ
れ
た
窯
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
高
橋
瓦
窯
に
代
表
さ
れ
る
三
州
瓦
系
達
磨
窯
は
、
全
国
的
に
窯
が
大
型
化

す
る
流
れ
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
一
辺
二
燭
を
越
え
な
い
範
囲
で
、
か
つ
、
主
軸
・

幅
を
同
寸
法
と
し
て
正
方
形
を
基
準
に
焼
成
室
が
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
戦
後
の
三
州
瓦
の
達
磨
窯
を
倒
焔
窯
に
改
造
し
た
石
原
英
一
の
設
計
し
た
瓦

窯
の
み
、
窯
幅
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
倒
焔
窯
は
窯
の
主
軸
に
対
し
て
横

方
向
に
焔
を
吸
引
す
る
独
特
の
炎
の
使
い
方
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

焼
成
室
の
寸
法
を
確
実
に
計
測
で
き
た
達
磨
窯
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な

計
測
値
か
ら
み
る
と
、
こ
の
高
橋
瓦
窯
を
は
じ
め
、
三
州
瓦
系
の
達
磨
窯
は
、
明
治

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
六
尺
を
基
準
と
す
る
こ
と
、
き
ち
ん
と
正
方
形
に
近
い
窯

室
を
も
つ
こ
と
に
お
い
て
は
、
他
の
窯
、
特
に
畿
内
系
の
達
磨
窯
よ
り
厳
格
に
規
格

を
留
め
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
プ
ロ
の
築
窯
師
が
一

定
の
規
格
を
崩
す
こ
と
な
く
、
厳
し
く
窯
を
築
造
し
た
の
が
、
三
州
瓦
系
の
達
磨
窯

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

東
海
地
方
と
い
う
古
代
以
来
の
大
陶
業
地
を
背
景
と
し
て
高
度
な
窯
業
技
術
が
蓄

積
さ
れ
、
技
術
情
報
の
交
換
も
容
易
で
、
中
部
～
東
日
本
の
広
範
囲
に
瓦
師
を
供
給

し
続
け
た
こ
の
三
州
高
浜
の
地
は
、
や
は
り
達
磨
窯
の
長
い
歴
史
を
物
語
る
上
で
の

一
つ
の
基
準
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
地
で
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
、
我
国
で
の
現
存
最

［
註
］

①
藤
原
学
「
兵
庫
県
姫
路
市
御
国
野
町
所
在
深
志
野
瓦
窯
の
実
測
調
査
」
『
関
西
近
世

考
古
学
研
究
Ⅱ
』
関
西
近
世
考
古
学
研
究
会
一
九
九
一

②
藤
原
学
「
歌
坂
喜
代
一
瓦
窯
の
実
測
調
査
」
『
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
谷
川
瓦
調
査
報

告
書
Ｉ
』
岬
町
教
育
委
員
会
一
九
九
二

③
水
野
信
太
郎
ほ
か
『
日
本
の
赤
煉
瓦
』
（
展
示
図
録
）
横
浜
開
港
記
念
館
一
九
八
五

④
杉
浦
重
治
編
『
三
州
瓦
の
あ
ゆ
み
』
高
浜
町
資
料
第
八
一
九
七
○

⑤
関
口
廣
次
「
江
戸
窯
業
素
描
」
『
文
化
財
の
保
護
第
二
二
号
』
東
京
都
教
育
庁

一
九
九
二

⑥
東
北
歴
史
資
料
館
『
宮
城
県
の
瓦
職
』
東
北
歴
史
資
料
館
資
料
集
別
一
九
九
三

⑦
④
に
同
じ
。

⑧
石
原
英
一
『
粘
土
瓦
欠
点
防
止
と
焼
成
に
つ
い
て
』
群
馬
県
藤
岡
市
役
所
・
群
馬
県

瓦
工
業
組
合
一
九
五
九

⑨
④
に
同
じ

⑩
中
村
隆
『
だ
る
ま
窯
に
関
す
る
研
究
』
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
校
一
九
八
三

⑪
藤
原
学
「
達
磨
窯
の
歴
史
」
『
平
成
九
年
度
特
別
展
図
録
達
磨
窯
１
瓦
匠
の
わ
ざ

古
級
の
達
磨
窯
で
あ
る
高
橋
瓦
窯
は
、
我
国
煉
瓦
焼
成
窯
の
最
も
重
要
な
基
準
資
料

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
下
記
の
個
人
・
機
関

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
銘
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
。

神
谷
研
治
杉
浦
敏
也
高
橋
秋
人
高
橋
榮
内
藤
金
吾
間
宮
照
子

吹
田
市
立
博
物
館
高
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
高
浜
市
や
き
も
の
の
里
か
わ

ら
美
術
館
高
浜
市
立
郷
土
資
料
館
（
藤
原
）

－

一

九



四
○
○
年
ｌ
』
吹
田
市
立
博
物
館
一
九
九
七

⑫
藤
原
学
「
築
窯
師
は
語
る
」
『
平
成
九
年
度
睦

四
○
○
年
ｌ
』
吹
田
市
立
博
物
館
一
九
九
七

⑬
叫
恐
号
『
韓
国
の
重
要
無
形
文
化
財
①
製
育

叫
恐
号

館
一
九
九
七

『
平
成
九
年
度
特

製
瓦

⑳⑳⑳⑳⑲⑬⑰⑯⑮⑭⑳
②
に
同
じ
。

※
平
成
一
○
年
二
月
二
○
日
、
高
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
本
瓦
窯
を
市
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
（
第
五
号
）
と
し
て
指
定
す
る
旨
、
答
申
を
行
っ
た
。
お
そ
ら
く
近
現
代
達

磨
窯
と
し
て
は
、
全
国
で
初
め
て
の
指
定
文
化
財
で
あ
ろ
う
。
関
係
者
の
御
努
力
に
深

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
調
査
成
果
が
、
遺
構
保
存
に
有
益
に
活
か
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
、
調
査
担
当
者
と
し
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
九
七
年
一
二
月

度
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

一
九
九
七
年
一
二
月

乾
哲
也
ほ
か
「
門
瓦
製
造
所
調
査
報
告
」
『
大
阪
府
泉
南
群
谷
川
瓦
調
査
報
告
Ｉ
』

岬
町
教
育
委
員
会
一
九
九
二

一

⑬
に
同
じ
。

①
に
同
じ
。

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
資
料

西
元
三
郎
編
『
福
井
県
窯
業
誌
』
福
井
県
窯
業
誌
刊
行
会

伊
藤
倉
次
氏
旧
蔵
図
面
に
よ
る
。

一
九
九
四
年
一
○
月
三
日
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。

一
九
九
六
年
二
月
二
九
日
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
資
料

九
九
六

福
井
県
諸
職
調
査
資
料
に
よ
る
。 一

二
日
に
、
現
地
を
訪
れ
、
韓
享
俊
氏
か
ら
直
接
に
再

別
展
図
録
達
磨
窯
１
瓦
匠
の
わ
ざ

匠
』
大
韓
民
国
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
八
三

一

一

一

○
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操業中の瓦窯（高浜市立郷土資料館提供）

北から見た瓦窯
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